
平成 30 年 10 月 24 日 

各  位

会  社  名 株式会社 島 精 機 製 作 所
代 表 者 名 代表取締役社長    島 三 博

（コード番号 6222 東証１部） 

（問合せ先）取締役執行役員経理財務部長  南 木  隆

(TEL 0 7 3－4 7 1－0 5 1 1         ) 

業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 30 年５月８日に公表しました業績予想および配当予想を下記の
通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 
１．平成 31 年 3 月期連結業績予想の修正 

（金額単位：百万円） 

（１）平成 31 年３月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 30 年 4 月 1 日～平成 30 年 9 月 30 日） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する四半期純利益

１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前回発表予想 （Ａ） 34,000 6,300 6,600 4,800 131 円 46 銭 

今回修正予想 （Ｂ） 28,200 4,300 4,600 3,300 90 円 38 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △5,800 △2,000 △2,000 △1,500    － 

増減率（％） △17.1 △31.7 △30.3 △31.3    － 

(ご参考)前期第 2 四半期実績

(平成 30 年３月期第 2四半期）
35,569 8,060 8,884 6,529 188 円 19 銭 

（２）平成 31 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

す る当期 純利 益

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想 （Ａ） 76,000 16,000 16,000 11,500 314 円 96 銭 

今回修正予想 （Ｂ） 58,000 8,000 8,200 6,000 164 円 33 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △18,000 △8,000 △7,800 △5,500    － 

増減率（％） △23.7 △50.0 △48.8 △47.8    － 

(ご参考)前期実績 

(平成 30 年３月期） 
71,858 14,905 15,525 11,279 316 円 82 銭 

２．平成 31 年 3 月期個別業績予想の修正 
（金額単位：百万円） 

（１）平成 31 年３月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 30 年 4 月 1 日～平成 30 年 9 月 30 日） 

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前回発表予想 （Ａ） 28,000 4,700 3,500 95 円 86 銭 

今回修正予想 （Ｂ） 20,800 2,900 2,300 62 円 99 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △7,200 △1,800 △1,200    － 

増減率（％） △25.7 △38.3 △34.3    － 

(ご参考)前期第 2 四半期実績

(平成 30 年３月期第 2四半期）
31,252 6,965 5,083 146 円 53 銭 



（２）平成 31 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日） 

              
売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想 （Ａ） 64,000 11,500 8,000 219 円 11 銭 

今回修正予想 （Ｂ） 46,200 5,200 3,800 104 円 08 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △17,800 △6,300 △4,200    － 

増減率（％） △27.8 △54.8 △52.5    － 

(ご参考)前期実績 

(平成 30 年３月期） 
61,038 10,435 7,495 210 円 53 銭 

 

 

３．修正の理由 

  当第２四半期累計期間におきましては、ホールガーメント横編機の導入は堅調に進んだものの、先進国アパ

レル向け OEM 生産拠点のバングラデシュでは、不安定な国内政治情勢を受けてコンピュータ横編機の設備投

資が低調となりました。さらに近年、アジア市場で拡大してきたシューズ生産向けのコンピュータ横編機も競争環

境の厳しさが増すなかで想定以上の売り上げの落ち込みとなりました。この結果、売上高が当初の予想を大きく

下回ったことに加えて、販管費が増加したこと等により、各利益段階とも期初予想を下回る見込みとなりました。

また下半期においても、これら市場の急速な回復が見込みにくいこと、米中貿易摩擦の影響や中東のトルコに

おける通貨安の影響等、不透明感が高まっている状況を踏まえ、通期の業績予想についても合わせて修正い

たします。なお、下半期における想定為替レートは１ドル１１０円、１ユーロ１３０円としております。 

  
 
 

４．配当予想の修正について 

 

 年 間 配 当 金 

 第 2 四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 

（平成 30 年５月８日） 
35.00 45.00 80.00 

今回修正予想  30.00 未定 ― 

当期実績 ―   

前期実績 

(平成 30 年３月期） 
25.00 35.00 60.00 

 

５．修正の理由 
 
当期の第２四半期末配当金につきましては、上記業績予想の修正を踏まえ、誠に遺憾ではございます

が１株当たり 35.00 円を 30.00 円に予想を修正させていただきます。また期末配当金につきましては今
後の業績や財務状態を総合的に勘案したうえで決定いたしたく、現時点では未定とさせていただきます。 

 
 
 

注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により

大きく異なる可能性があります。 
以上 


